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現 存 船 イ ン ベ ン ト リ 作 成 が １ ０ ０ 隻 に 達 し ま し た 。

イ ンベン ト リ （ 船舶の有害物質一覧表 ） はシ ッ プ リサイ クル条約に規定されてお

り 、 国際 ト ン数 500 ト ン以上の商用船 （ 解撤を終えるまで生涯を通じ て国内を航行

する内航船は除 く 。） には作成が必要です 。  

財団法人  日本船舶技術研究協会は 、 2008年度から現存船イ ンベン ト リ作成業務

を実施し て来ま し たが 、 このたび 、 日正汽船 （ 株 ） 様から汽船 「 HIGH  ENERGY 」

についての作成申込があ り 、 これによ り弊協会の当該業務開始以来の作成累計 （ 作

成中を含む 。） が 100 隻に達し ま し た 。  

100 隻の内訳は 、 外航 ・ 内航の別では 、 外航船が78隻 、 内航船が22隻と な っ てい

ます 。 また 、 年度別の作成隻数は 、 2008年度に10隻 、 09年度に20隻 、 10年度に29隻

（ う ち 9 隻は内航船 ）、 そ し て11年度は41隻 （ 1 月31日現在 。 う ち13隻は内航船 ）

と 、 着実に増加を し ています 。  

  

この う ち外航船78隻についてみる と 、 建造国別では日本が76隻 、 海外が 2 隻であ

り 、 国内造船所での建造船がほと んど を占めています 。 建造年月で分ける と 、 1995

年 3 月以前が24隻 （ 31％ ）、 同年 4 月以降2002年 6 月以前が29隻 （ 37％ ）、 その後

の2002年 7 月以降が25隻 （ 32％ ） と 、 高齢船から新鋭船まで広 く 分布し ています 。

次に船の用途別にみる と 、 タ ン カーが最も多 く 32隻 （ 41％ ）、 次いで貨物船 ・ バル

カーが19隻 （ 24％ ）、 ほかに自動車運搬船10隻 （ 13％ ）、 調査船 6 隻 （ 8 ％ ）、

LNG/LPG 船 5 隻 （ 6 ％ ）、 客船 / フ ェ リ ー 3 隻 （ 4 ％ ）、 コ ンテナ船 3 隻

（ 4 ％ ） と 、 多様な船種構成と な っ ています 。 また 、 作成における実船調査場所

（ ド ッ ク地 ） の別でみる と 、 日本が34隻 （ 44％ ）、 シンガポール19隻 （ 24％ ）、 中

国16隻 （ 21％ ）、 中東 4 隻 （ 5 ％ ）、 その他 5 隻 （ 6 ％ ） であ り 、 海外での実船調

査が半数以上を占めています 。 なお登録船級については 、 いわゆる JG 船 2 隻の他

は全て Ｎ Ｋ船です 。  

（ 注 ） 建 造 年 月 ： 1995 年 4 月 に ア ス ベ ス ト の 製 造 ・ 輸 入 等 が 国 内 で 禁 止 さ れ た 。  

2002 年 7 月 に 船 舶 で の ア ス ベ ス ト 使 用 が 世 界 的 に 原 則 禁 止 さ れ た 。  

他方 、 内航船22隻についてみる と 、 全て国内建造船であ り 、 ド ッ ク地もすべて国

内です 。 建造年月で分ける と 、 1995年 3 月以前が14隻 （ 64％ ）、 同年 4 月以降2002

年 6 月以前が 6 隻 （ 27％ ）、 その後の 7 月以降が 2 隻 （ 9 ％ ） と 、 高齢船が大半と

な っ ています 。 次に船の用途別にみる と 、 タ ン カーが11隻 （ 50％ ） と半数を占め 、

ほかに貨物船が 6 隻 （ 27％ ）、 LNG/LPG 船 3 隻 （ 14％ ） , 自動車運搬船 2 隻

（ 9 ％ ）、 と な っ ています 。 なお登録船級については 、 いわゆる JG 船 1 隻以外は

全て NK 船です 。  

   

 財団法人  日本船舶技術研究協会は 、 ISO9001 の取得によ る品質管理の徹底 、 作

成専門家の養成など 、 現存船イ ンベン ト リ作成体制の充実に努めています 。  

近い将来 、 作成要請が一時に集中し て生じ 、 業務が輻輳する こ と も予想されてい

ますので 、 船主等の皆さ まには引き続き早期で計画的な作成をお願い し ています 。  
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